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花粉発育各期のどのような異常が堆肥区におい

て抑制されるかを今後さらに追求することによっ

て,推 肥区における穂字期耐冷性の生理的機構を

解明する手がか りが得 られるものと思われる。

第 3節  穂 争期の根 と地上部の生育に対する効果

堆肥区における穂字期の生育状態の変化を形態

と機台ヒの面から明らかにしょうとした。

材料および方法

第 1節 の各年の材料について,穂 字期における

推肥区および無推肥区の生育を比較 した。

1976年は,草 丈ならびに株当たり茎数を比較 し

た。いずれも10株を調査 し,平 均値で示 した。

1977年は 2株 の根部を上塊 とともに縦15cm,横

25cm,深 さ20cmの大 きさに堀 り取 り,よ く洗浄し

た後,上 節位根 (上位 4節 )と 下節位根 (5節 以

下)に 分け,そ れぞれについて生体重ならびに α

一ナフチルア ミン酸化力
10動を測定 した。また,別

に2株 を抜き取 り,穂字期葉耳問長が-7.0～ -1.1

cmの 1次 分げつにおける梓 と葉鞘を込みにしたも

の (梓十葉鞘)の 炭水化物含有率を測定した。炭

水化物含有率は,乾 燥 した試料200mgをとり,村 山

ら51)の方法で粗澱粉および全糖を分別定量し,乾物

当たリパーセン トで示 した。

1978年は,穂 字期葉身N%が ほぼ等 しい材料に

ついて,前 年 と同じ方法で 2株 の根 を採取 して上

節位根および下節位根に分け,そ れぞれについて

1次 根の根色を比較 した。根色は,白 色根,褐 色

根,黒 色根に大別 し,そ れぞれの株当たり根数を

求めた。

1979年は,穂 字期葉身N%が ほぼ等 しい材料に

ついて切断葉身の葉緑素分解 を比較 した。すなわ

ち,穂 牢期の葉耳問長が-1.0～ 1.Ocmの1次 分げ

つについて上位 3葉 身の中央部から生重100mgずつ

を汗量し,20mlの 80%熱 エタノールで葉緑素を抽

出して光電比色計で吸光度 (660m/)を 求めた。

それと同時に,各 葉身の中央部 2 cmを切断し,各

区15枚ずつを水を入れたシャーレに浮べ,30℃ ・

暗所に48時間置いた後,上 記の方法で葉緑素含量

を測定 した。

1981年は,葉 色ならびに土層内の根の分布を比

較 した。葉色は,穂 字期葉耳間長が-1,0～ 1.Ocm

の 1次分げつについて止葉10枚の葉色を色票 (富

士カラースケール)を 用いて測定 し,平 均値で示

した。根の調査は,穂 字期葉身N%が ほぼ等 しい

材料について以下の要領で行った。すなわち,改

良モノリス (5 cm×40cm×40cm)を 用いて 2株 の

根を堀 り取 り,て いねいに水洗 して写真撮影 した。

次いで,そ の材料を地際より5 cm間隔に切断し,

各層ごとに 1次 根直径, 2次 根形成密度ならびに

Fig。46  Root system at the booting stage in cOntrol and compost

plots(1981).

Notes A i Control plot.B i Compost plot.― :10 Cm
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